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要旨　地方創生の取り組みが日本各地で実施されているなか、全国の地方自治体は地域住
民が安心するまちづくりに取り組んできた。少子化や超高齢化など、人口減少社会の到来
を迎え、持続可能なまちづくりが模索されている。地方自治体のまちづくりは、地域の特
性を踏まえ、地域住民と連携した取り組みが求められ、地域活性化支援事業の実効性が問
われる。本調査では千葉市中央区のまちづくりを取り上げ、地域密着型のまちづくりの到
達点と課題について取りまとめることとした。
〔キーワード：地方創生・少子高齢化・まちづくり・地域活性化支援事業〕
１．はじめに
　平成 29年現在、全国に政令指定都市は 20市を数える。千葉市は大正 10年の市制施行
以降、千葉県内の政治・経済・文化の中心地として飛躍的に発展してきた。平成 4年 4月
に全国 12番目の政令指定都市に移行するとともに、6つの行政区を設置し、現在、人口
約 97万人を擁する県都にて市政を運営している。
　千葉市では人口減少社会の到来を見据え、すでに平成 24年 3月に「千葉市新基本計画」
を策定し、市政運営の基本指針を示している。新基本計画が課題と見据えたのは、社会構
造の変化の最たるものとして「人口減少」に着目しているからである。
　現在わが国が直面している人口減少は、少子高齢化をともないながら急速に進行してお
り、社会保障費等の増大による歳出増、労働力人口の減少、消費市場の縮小をも招き、社
会経済全体が衰退していく深刻な悪循環に向かわせている。
　国は「まち・ひと・しごと創生法」の制定を皮切りに、全国の自治体に地方創生戦略を
策定させ、「人口減少克服」「東京一極集中の是正」による「地方創生」に、国・地方をあ
げて取り組むことになった。
　本稿は政令指定都市である千葉市の地方創生の取り組みを明らかにしていくともに、そ
の課題を整理するものである 1)。千葉市の行政は市役所が政策の企画立案を司り、６つの
行政区はその実施主体と位置づけられている。それゆえ、区長が権限を行使して独自の施
策を実施するわけではないが、６つの行政区に共通する課題もあれば、特色ある課題もあ
る。そこで、本稿では６つの行政区ごとに地域に精通した行政職員と研究者の視点からま
ちづくりの検討課題を整理していく。
　さて、今回は「千葉市中央区のまちづくり」に焦点を当てていく。中央区は文字通り、
千葉市の中心地として多くの都市機能を集積させており、６つの行政区のなかでも最も多
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くの人口を抱える生活の場として機能している。
　本稿ではまず、中央区のまちづくりの変遷や歴史を辿り、大規模な都市計画の実施によっ
て都市環境が整備されてきたことを明らかにしていく。また、日本全体に共通する少子高
齢化の進展が中央区のまちづくりに与えてきた影響や、その対策として地域の活性化に向
けて、千葉市全体の重点施策を踏まえた中央区地域振興課の取り組みについて明らかにす
るとともに、中央区の魅力や可能性について論じていく。
２．中央区の概要と人口動態の変化
２－１．中央区の概要
　千葉市中央区は、県都・千葉市の中央に位置し、面積は 44.81km2であり、市制施行以来、
政治・経済・文化の中心地として発展してきた。人口は６つの区のなかで最も多く、マン
ション建設が続き、さらに増加している。
　中央区は政令指定都市移行後、平成 7年には複合施設である千葉市美術館と中央区役所、
平成 19年には子ども交流館、子育て支援館及び千葉市科学館から構成される複合施設で
ある「Qiball（きぼーる）」を整備してきた。
　また、JR蘇我駅周辺と臨海部において、蘇我副都心の整備が進められており、蘇我スポー
ツ公園のなかに、平成 17年にジェフユナイテッド市原・千葉の本拠地であるフクダ電子
アリーナ（千葉市蘇我球技場）がオープンした。
　さらに、中央区東部地区では平成 11年に、千葉市ハーモニープラザが設置され、男女
共同参画・福祉行政の拠点が整備された。平成 15年には市立青葉病院が開院し、医療に
対する市民のニーズに対応する体制が形成された。
　このように、中央区は都市機能の充実・強化に取り組む、県都・千葉市の顔として発展
してきたわけである。かくして、中央区は「都心のにぎわいと人々のやさしさを感じるま
ち」と定め、地域の特性を活かしたまちづくりに向けて、施策を展開している。
図１．千葉市中央区の位置とめざすべき将来像
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２－２．中央区の人口将来推計
　千葉市中央区は、JR千葉駅を中心とする千葉都心に、商業機能や業務機能、交通結節
点としての機能などの都市機能を集積させているほか、県庁や市役所、裁判所などの主要
な行政機関も立地しており、県都の中枢をなす地域になっている。とはいえ、景気の低迷
や郊外での大型店の立地により、市街地の商業施設やオフィス施設の空洞化が進んでいっ
た。
図２．総人口と人口区分
　さて、平成 22年の国勢調査によると、中央区の人口は 199,364人となっており、最も
大きな人口の規模を有している。図２は千葉市の「総人口と区別人口」を表したものであ
る。平成 32年には千葉市の人口が 97万 4千人に達し、総人口のピークを迎える。平成
32年以降、千葉市の人口は減少に転じていくものの、中央区は緩やかな増加傾向が続く
見通しとなっている。若年層だけでなく、シニア層による郊外から都心部への流入が進む
ものと推計されている。これは都市機能が充実している中央区のまちづくりの特性があっ
てのものと思われる。
　また、図３の「年齢３区分別人口」によると、今後、年少人口と生産年齢人口が減少し、
高齢者人口が増加することが見込まれている。
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図３．「年齢３区分別人口」
　高齢化率は、平成 22年には 21.4％であった。平成 27年には、26.0％に上昇している。
現在、約４人に１人が 65歳以上の高齢者となっている。とはいえ、これは他の区と比べ
て低い割合になっているが、人口規模が大きいため、高齢者の数は６区のなかで最も多く
なっている。それゆえ、要介護（要支援）認定者数も最多となっていくことが予想される。
このように、中央区では高齢者の数が多くなることが見込まれるため、高齢者への支援や
生きがいづくりが求められる。特に、介護や支援を必要とする高齢者が住み慣れた地域で
安心して生活を送ることができる仕組みや、元気な高齢者が地域活動に参画するための環
境づくりが必要となり、官民問わず、地域全体で高齢者問題に取り組むことが必要となっ
ている。
　そして、15歳未満の年少人口の比率は、少子化の進展により、平成 22年は 12.1％になっ
ている。平成 27年においても、12.4％と低い割合で推移している。しかしながら、人口
規模が大きいため、15歳未満の人口は今後６区のなかで最も多い状況が続く見通しとなっ
ている。かくして、若い世代が子どもを安心して生み育てられるまちづくりが重要であり、
子育て環境の向上に努めるとともに、地域で支え合うコミュニティづくりを促進するまち
づくりが進められている。
　中央区においては、当面の間人口こそ減少しないまでも、やはり今後、高齢化の波は避
けられず、最優先課題になっているわけである。
３．中央区のまちづくりの変遷
３－１．戦災復興事業の基本的な考え方
　千葉市中央区のまちづくりは、戦前と戦後で大きく様変わりした。まずは、戦前のまち
づくりの概観を取り上げていく。
　明治 22年 4月に町村制施行により、千葉町、寒川村、登戸村、千葉寺村、黒砂村が合
併し、千葉郡千葉町が誕生した。この千葉町が、大正 10年の市制施行により千葉市となり、
全国で 66番目、千葉県内初の市制が施行された。その後、近隣の町村を編入することに
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より、千葉市の市域が拡張されていった。
　戦前は、師範学校や医学校などの多くの学校や病院が設置されるとともに、鉄道連隊、
陸軍歩兵学校などの軍事施設もあり、医療の街、軍隊の街として栄え、発展してきた。し
かしながら、軍事施設を有することから、昭和 20 年、空襲により中心市街地の約 7 割を
焼失してしまった。
図４．戦災復興事業計画図
　千葉市では戦後復興に向けて、旧来の施設の再建をめざすものではなく、交通網の整理
をともなう大規模な戦災復興事業を取りまとめた。これらの施策は、図４が「戦災復興事
業計画図」に基づいて展開していく。千葉市の中心市街地では半径２キロ以内に、国鉄と
私鉄の駅が点在し、利用者の乗り換えに不便であった。戦災復興事業では、国鉄千葉駅、
国鉄本千葉駅、京成千葉駅の移転を中心として道路・公園などの整備が行われ、中心市街
地を含め現在の都市基盤の礎が築かれることとなった。
３－２．交通網の再編と中心市街地の整備
　次に、戦後の中心市街地の変遷について、駅の移転や当時の中心市街地の様子を記録写
真を交えながら紹介していく。
　まず、大正 10年に京成本線の船橋津田沼間と同時に、津田沼千葉間が開通し、京成千
葉線が開業した。開業当初は現在の千葉市中央区の中央公園付近に駅舎が設置された。昭
和 6年に千葉駅を京成千葉駅に改称し、昭和 33年に旧国鉄本千葉駅の跡地であり、現在
の千葉中央駅に移転となった。昭和 62年に京成千葉駅を千葉中央駅に、国鉄千葉駅前駅
を京成千葉駅に改称し、現在に至っている。昭和 33年当時の千葉中央駅付近には、千葉
市に本店を構える県内有数の百貨店である奈良屋百貨店があり、有力な地場資本として市
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街地を賑やかにしていた。
　また、昭和 38年には現在の市民会館近くにあった旧国鉄千葉駅（写真１「旧国鉄前千
葉駅」）が現在の場所に移転となりました。千葉駅は明治 27年に総武鉄道の駅として開業
し、明治 29年に房総鉄道が乗り入れし、明治 40年に総武鉄道と房総鉄道が国有化された
ことにより、国鉄の駅舎になった。千葉駅は大正 12年の関東大震災により駅舎が全壊し、
昭和 20年の千葉空襲によって壊滅的な被害を受けた。
写真１．旧国鉄千葉駅（昭和 32年当時）
　当時の千葉駅では、内房地域や外房地域をめざす直通列車は、スイッチバックする形と
なっており、スイッチバックに要する時間が課題となっていた。また駅前広場も非常に狭
く、バス路線の大半は駅舎より離れた「要町」での発着となっており、鉄道とバス路線の
乗り換えに利便性を欠いていた。
　そして、昭和 40年には中央公園が建設され、中心市街地に市民の憩いの場が整備された。
昭和 42年には「千葉そごう」が旧三越の隣（駅前大通り沿い）に進出し、また、昭和 51
年には「千葉パルコ」が進出するなど大型商業施設の出店が多くみられた。それによって、
栄町商店街から県庁までのメインストリートを中心とした商業地が、現在の千葉駅周辺に
移っていった。
　写真２「千葉駅東口ロータリー」では、バス路線やタクシーの乗降場が大規模に整備さ
れており、鉄道から二次交通への移動が容易になっている。この当時の千葉駅東口前には
歩道橋があった。
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写真２．千葉駅東口ロータリー（昭和 45年当時）
　このように、当時は大型商業施設の出店やこれに伴う商店街の活性化により、賑わいの
源は常に中心市街地にあったことが確認できる。
　当時、総武本線沿いに住んでいた職員の話によると、昭和からバブルがはじける平成の
初めまでは、遊びに行くにも、買い物に行くにも千葉市の中心市街地という時代があった
という証言が得られている。また映画館も京成ローザのほか、栄町にも東映の映画館など
があり、小・中学生が栄町通りを往来していた。さらに大型商業施設についても、千葉駅
前ではそごうと三越、中央公園周辺ではパルコとセントラルプラザ、また、十字屋という
大きな百貨店が、そして京成千葉中央駅周辺には丸井のほか、海側にはダイエーやロケッ
トという家電量販店が群雄割拠していた。それこそ、買い物の時は、回遊という字のごと
く、中心市街地内を歩き回って、ショッピングを楽しんでいた時代があったというわけで
ある。
　しかし、平成の時代に入ると、平成５年に「千葉そごう」が京成千葉駅前に移転したこ
とに伴い、街の賑わいは駅側に傾き始めるとともに、景気の低迷や郊外での大型店の立地、
また、インターネット通販の普及などによって量販店や専門店ビルなどが次々と閉店して
いった。そうして、その跡地は、遊休地等の低・未利用地となるなど中心市街地の空洞化
がみられるようになっていった。
３－３．中央区が抱える課題
　前述のとおり、千葉市中央区でも、景気の低迷や郊外での大型店の立地により、市街地
の商業施設やオフィス施設の空洞化が進んでいった。このグランドデザインが策定された
背景には、千葉都心において、老朽化した建物の建て替えが進まず、空きテナントなどが
目立っていた。それゆえ、千葉駅周辺の求心力の低下が懸念されていた。同じ時期に、JR
千葉駅の駅舎・駅ビルの建て替えや、千葉駅周辺の再開発事業が持ち上がり、まち全体の
リニューアルによって魅力と高めていく契機となった。
100
【調査】千葉市の地方創生の現状と課題（２）（村藤・小川）
　こうした状況に対して、図５に示すとおり、千葉市は「千葉駅周辺の活性化グランドデ
ザイン」を策定し、千葉駅周辺の再開発による将来像を取りまとめた。この概要は、千葉
駅周辺を３つのエリア（東エリア・西エリア・北エリア）ごとに、特色を踏まえた方向性
を打ち出し、エリア間の機能分担や連携による多様な魅力のあるまちづくりを進めるもの
である。それは、グランドデザインで描いた将来像を実現するために、骨格となる施設等
の整備を優先的・段階的に進めるものであると同時に、既存の商店街などとも連携し、駅
からまちへと来訪者を引き込み、回遊するまちづくりを展開するものである。
　この千葉市グランドデザインでは、千葉市の西銀座周辺再開発を通じて、駅前のオフィ
ス施設や商業施設をコアとして形成し、恒常的な賑わいを創出することを、先行整備プロ
グラムの一つとして位置づけている。また、中央公園・通町公園の連結強化を実施してい
くことで歴史的空間あるいは緑の回廊として活用し、千葉神社や千葉氏などによる「千葉
らしさ」を感じるまちづくりを、先行整備プログラムとして数えている。
　平成 30年の千葉駅ビルの全面開業や、平成 32年の西口再開発ビルの建設を行うととも
に、併せて、「パルコ跡地の活用の推進」、また「中央公園～通町後援～千葉神社の連結強
化（門前町構想）」などにより、駅だけではなく、中心市街地全体への賑わいの誘引や中
央公園周辺の活性化のための検討が進められている。
図５．千葉駅周辺の活性化グランドデザインの概要
　平成 29年の「千葉パルコ」と「三越千葉店」の撤退に加えて、この千葉駅ビルの全面
開業や西口再開発ビルの建設などにより、人の流れが千葉駅に一極集中することに伴う更
なる中心市街地の空洞化、また、今後、更なる高齢化の進展に伴う町内自治会などの地域
団体等の担い手不足などによる地域活力の低下が懸念されており、中央区が抱える課題に
もなっている。
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４．地域活性化の取り組み
　前節までは中央区まちづくりの変遷とその課題について明らかにしてきた。そこでは、
戦災復興事業に基づく都市計画によって、鉄道の駅舎の移転を中心とした交通網の再編に
ともなう大規模な都市環境の変更が実施されてきたものであった。
　本節では、地域コミュニティの整備充実という観点から、中央区地域振興課地域づくり
支援室が進めてきた地域活性化の取り組みについて、その到達点と課題について明らかに
していく。
４－１．地域活性化支援事業
　千葉市では、全市的事業として地域活性化支援事業に取り組んでいる。
この事業は、区民の皆さんの自主的な活動によって、地域課題やニーズへの対応を図ると
ともに、こうした活動を通じて暮らしやすい生活を送ることができる地域社会の形成をめ
ざすことを目的として、その活動資金を支援するものである。千葉市でも急速に都市化が
進み、住民に流入や流出が激しくなったので、地域住民間の絆を強化するために、地域に
おける持続可能なコミュニティ形成を資金面から支援することを表明したものである。
図６：地域活性化支援事業の概要
コース名 事業内容 補助金額（上限額）
地域づくり
活動支援
区内の地域課題の解決や魅力あるまちづくりに
取り組むことを目的とした事業
（下記の「区テーマ解決支援」に該当しないもの）
・単年度事業　20万円／年
・継続事業 (最大 3年間 )30万円／年
　（補助対象期間内において 50万円）
【補助率】
　補助対象経費から当該補助金以外の
収入額を控除した額の 10／ 10
区テーマ
解決支援
区が設定するテーマに基づいたまちづくりに取
り組むことを目的とした事業
テーマ　
①地域福祉計画の推進　②防災体制の整備
③防犯体制の推進　　　④環境美化活動の推進
⑤まちの賑わいの創造　⑥健康づくりの推進
※区テーマ解決支援事業と認められた場合、採
点点数の上乗せがあります。
地域拠点
支援
地域課題解決や地域活性化に資する地域づくり
活動を行うための拠点整備事業
・家賃補助
　120万円
　（最大 3年間　10万円／月）
・改装費及び事業開始経費補助
　50万円
　（１事業につき１回、初年度に限る）
【補助率】大学等と連携　10／ 10
　　　　 その他　　　　 1／ 2
　図６は、地域活性化支援事業の概要を示したものである。
　募集事業は、①「地域づくり活動支援コース」、②「区テーマ解決支援コース」、③「地
域拠点支援コース」から構成されており、それぞれのコースに応じた補助金を交付するこ
とによって、活動の財政的支援を行っている。まず「地域づくり活動支援コース」では、
区内の地域課題の解決や魅力あるまちづくりに取り組むことを目的とした事業が設定され
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ている。次に「区テーマ解決支援事業」は、区が設定するテーマに基づいた事業に対して
支援を行うもので、①地域福祉計画の推進、②防災体制の整備、③防犯体制の推進、④環
境美化活動の推進、⑤まちの賑わいの創造、⑥健康づくりの推進など、６つのテーマが用
意されている。
　最後に「地域拠点整備事業」では、地域課題解決や地域活性化に資する活動を行うため
の拠点整備、つまり、これには家やアパートを借りる場合などが該当することになるが、、
その改装費や家賃などの支援を行うなど３つのメニューを用意している。支援金額につい
ては、それほど大きな金額ではないが、記載の補助率で支援している。
　なお、平成 29年度の地域活性化支援事業は、新規７団体を含む 16団体に支援を実施し
ている。これより、その主な団体の活動概要について、２つの事例を紹介していく。
【事例１】浜野東健康づくり推進の会
　まず、町内自治会である浜野東自治会の活動事例を紹介する。事業名が「浜野東健康づ
くり推進の会」とされており、前述した補助メニュー「区テーマ解決支援事業」の⑥健康
づくりの推進をテーマとしたものである。
　事業内容としては、自治会員約 500名のうち、約 3割が 65歳以上と、中央区や市の高
齢化率を上回る高齢化が進展している状況を受け、今後、「要介護者にならないための身
体づくり」や「食生活を含めた生活の改善」を目標にして、区の関係部署や介護施設等と
連携して様々な取り組みを行うこととするものである。
写真３．健康カルタの様子
　中央区の担当職員も、この活動の現場を視察している。写真に示す通り、百歳体操や健
康カルタなどに参加した。特に、この健康カルタは自治会が独自に作成したもので、札が
全て健康にまつわるものになっており、健康についてのいろはを楽しんで覚えることがで
きるようになっている。
【事例２】千葉おもてなしひな祭り
　次に、千葉おもてなしひな祭り実行委員会（任意の地域団体）による活動事例を紹介す
る。事業名が「千葉おもてなしひな祭りと」としており、補助メニューとしては、区テー
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マ解決支援事業の⑤まちの賑わいの創造をテーマになっている。
　事業内容としては、千葉市中央区を訪れた観光客や買い物客などが、中心市街地に回遊
する仕組みをつくるための取り組みである。今後、千葉市では「千葉開府 900年」に向け
たイベントが続々と企画運営されたり、2020年の東京オリンピック・パラリンピックの
開催に合わせた行事が計画されている。
　こうした大型イベントに歩調を合わせて、中心市街地の空洞化や回遊性の改善を図るた
めに、千葉の伝統文化という視点から近隣商店街と協力し、訪れた人々がそぞろ歩きした
くなる街並みや、インスタ映えを狙った写真撮影などを楽しむ街並みをつくることにより、
中心市街地の回遊性を高める仕組みを展開するものである。
写真４．つるしびな教室の様子
　具体的には、２月～３月に中心市街地の商店街の各店舗及び地域の施設等にひな飾り、
つるしびなを設置する「千葉おもてなしひな祭り」の開催に向け、会員・協力団体・地域
の方々を対象として、月１回のペースでつるしびなを制作する「つるしびな教室」の開催、
また、同時に教室でつくり方を教えられる講師の育成にも取り組むものである。
　中央区の担当職員も、この活動の現場（つるしびな教室）も視察している。地域の協力
団体等が集まり、写真４にあるような「つるしびな」を作製していた。これが商店街の各
店舗に一斉に飾られれば、話題となった来訪者が増加し、何か商店街や地域の活性化に繋
がるという期待感を持つに至っている。
　前述の通り、中央区のまちづくりの課題として、中心市街地の空洞化への懸念について、
市全体としても中心市街地への賑わいの誘引や中央公園周辺の活性化を図るなどの検討を
行っている。こうした取り組みに加え、地域活性化支援事業を活用した地域のすそ野から
の小さな取り組みの積み重ねが中心市街地の活性化の原動力となると考えて、中央区とし
ては積極的にこの事業を推進しているところである。
４－２．地域リーダー研修
　中央区が推進する地域活性化の第二の取り組みとして、地域リーダー研修が挙げられる。
　現在、町内自治会が抱える課題として、役員の高齢化や担い手不足、また自治会加入率
の低下などが挙げられる。地域の後継者を育成し、町内自治会運営のヒントを得ることを
目的に、年に２回、研修を実施している。写真５は、地域リーダー研修の様子を撮影した
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ものである。
写真５．地域リーダー研修の様子
　研修内容は、まず中央区の担当職員が、自治会運営に当たっての留意点などを初め、行
政制度の説明として、地域振興課が所管する町内自治会関連の事業、防犯街灯設置に係る
補助金や自主防災組織結成に係る助成制度などについて説明していく。また、自治会運営
の先進事例として、市内の先進的な取り組みを行っている地域団体（町内自治会等）を招
き、活動事例を紹介していくことにより、今後の自治会運営の参考を学ぶ場にしている。
　自治会が抱える課題の根本的な解決というのはなかなか難しいものがあるが、こうした
取り組みによって少しでも自治会運営がスムーズに行えるよう支援を行っているところで
ある。
４－３．中央区ふるさとまつり
　中央区では、「中央区ふるさとまつり」が第三点目の地域活性化事業として推進されて
いる。この「中央区ふるさとまつり」は、区民祭りである。この企画は６区それぞれが実
施する区民まつりと同様の性格を有しているが、中央区では「中央区の魅力、再発見」を
テーマとして、中心市街地の賑わいを活かし、地域を盛り上げていくものである。
写真６．中央区ふるさとまつりの様子
105
人文公共学研究論集　第 37号
　実施主体は、「中央区ふるさとまつり実行委員会」であり、中央区の町内自治会の集ま
りである町内自治会連絡協議会や商店街連合会、また、青少年育成委員会、淑徳大学など、
様々な団体が連携し、区民まつりの企画運営を実施している。ふるさとまつりはメイン会
場である中央公園での各種団体によるステージイベントや模擬店の出店をはじめ、近隣商
店街である千葉銀座商店街・栄町通り商店街・富士見商店街とも連携し、毎年活況を呈し
ている。
４－４．町内自治会への支援
　最後に、中央区では町内自治会への支援として、以下の事業を実施している。
　まず、集会所用地の無償貸付を行っている。これは集会所用地を有しない町内自治会に
対し、市所有の未利用地を町内自治会集会所として公共用に供することを前提に無償で貸
し付けを行っている。なお、現在、中央区 233町内自治会のうち 64自治会がこの無償貸
付により集会所を運営している。
　次に、集会所建設等事業補助がある。これは、町内自治会はもちろん様々な地域団体の
活動拠点となる町内自治会集会所を新築・建替などを行う場合に、その経費の一部を補助
するものである。
　現在、多くの集会所が老朽化などによる建替えや修繕を必要としている状況であり、中
央区においては平成 29年度、建替え 3件、修繕 3件の補助を実施している状況になって
いる。
５．おわりに
　本稿は政令指定都市である千葉市の地方創生について、中央区まちづくりの取り組みに
焦点を当てて、実務現場の課題とその課題解決に向けた施策を整理した。本稿で記した取
り組みはほんの一例である。実際は、町内自治会を始めとした各種団体との協議・調整な
ど、地道な取り組みが多い。しかし、地道な取り組みこそが、まちづくりの第一歩である
と実感している。地域住民の方々とと区役所職員とが顔を合わせながら、何度も意見交換
をし、まちをどうしていきたいのか、どうあるべきなのか、何が求められているのかなど
をきちんと整理することにより、まちづくりは一歩一歩進んでいくものである。また、区
役所だけでできることには限界があり、地域の方々の協力なしにまちづくりはできない。
区役所が一方的に押し付ける取り組みでは、まちを良くすることはできないのである。
　まちづくりで最も基本となるのは地域であり、その地域の身近な行政窓口である区役所
が担う役割は大きい。今後もこれまで以上に様々な地域住民・団体等と連携・協働し地域
の発展、千葉市の発展に向けて取り組み続けることが期待されている。区役所職員はもっ
とも身近な行政職員である。市民との協働が求められている昨今、区役所職員が率先して
市民の意見を聴き、良好な関係を築く必要がある。お互いを信頼して、任せ、一緒に取り
組んでいくことが必要であり、その関係を構築することが区役所職員の責務である。
　まちづくりは一朝一夕ではできない。本稿に記した取り組みは、すべてその地道な取り
組みの結果である。日々の地道な取り組みの積み重ねこそがまちづくりの本質であること
を申し添えて、本稿の結びとしたい。
106
【調査】千葉市の地方創生の現状と課題（２）（村藤・小川）
脚注
1) 本稿は授業科目「実務家によるキャリアデザイン入門Ｂ」（平成 29年 12月 15日金曜日）
に登壇した千葉市中央区地域振興課・主査である村藤直宏氏の講義録を中心に、追加調査
の内容を加筆修正して作成したものである。
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